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だ
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プ
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西
小
学
校

●
 平
成
22年

第
２
回
定
例
会
　主
な
質
疑
／
審
議
結
果

　
 議
員
定
数
及
び
議
員
活
動
に
関
す
る
調
査

　
 特
別
委
員
会
中
間
報
告

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
P2～

3
●
 　こ
こ
が
聞
き
た
い
！
　一
般
質
問

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
P4～

11
●
 委
員
会
活
動
報
告
／
主
な
議
会
の
動
静

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
P12

●
 鉾
田
市
議
会
報
告
会

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
P13

●
 　傍
聴
者
の
声
　／

　9月
定
例
会
の
予
定
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
P14

平
成
22
年６

月
定
例
会

平
成
2
2
年
7
月
31日

発
行

N
o
.2
0



◎
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　

鉾
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算 

（
第
１
号
）

◎
鉾
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算 

（
第
２
号
）

◎
鉾
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算 

（
第
３
号
）

◎
鉾
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
１
号
）

◎
鉾
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
１
号
）

◎
鉾
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
１
号
）

◎
鉾
田
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 （
第
１
号
）

◎
鉾
田
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
１
号
）

◎
鉾
田
市
旭
区
域
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算 

（
第
１
号
）

◎
鉾
田
市
鉾
田
区
域
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算 

（
第
１
号
）

◎
鉾
田
市
大
洋
区
域
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算 

（
第
１
号
）

 

●
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　

鉾
田
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て 

　

鉾
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て 

　

鉾
田
市
職
員
の
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

平
成
22
年
度
補
正
予
算

条
例
・
規
則
の
一
部
改
正
等

◎
全
員
賛
成

●
賛
成
多
数

●
賛
成
少
数

平
成
22
年
第
２
回
鉾
田
市
議
会
定
例
会

議
案
１
号非

課
税
口
座
内
の
上

場
株
式
等
の
譲
渡
に

か
か
わ
る
市
税
の
特
例
と

は
？

平
成
24
年
度
か
ら
26

年
度
ま
で
に
、
証
券

上
場
株
式
等
の
配
当
や
譲
渡

益
に
つ
い
て
、
新
規
投
資
額

で
100
万
円
を
上
限
と
し
て
非

課
税
口
座
を
開
設
し
た
場
合

に
10
年
間
非
課
税
の
対
象
と

な
る
と
い
う
こ
と
で
、
１
年

100
万
、
最
大
で
300
万
の
非
課

税
口
座
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

議
案
２
号最

高
限
度
額
の
引
き

上
げ
と
な
る
対
象
世

帯
数
と
そ
の
割
合
は
？

限
度
額
世
帯
に
つ
い

て
は
、
平
成
22
年
度

で
413
世
帯
、
国
保
加
入
世
帯

か
ら
比
較
し
た
率
に
つ
い
て

は
、
3.6
％
で
す
。

失
業
者
へ
の
保
険
税

の
軽
減
措
置
に
つ
い

て
は
？

倒
産
や
解
雇
等
の
事

業
主
の
都
合
に
よ
っ

て
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資

格
者
及
び
雇
用
期
間
の
満
了

時
に
よ
る
離
職
者
な
ど
の
特

定
理
由
者
に
対
し
て
、
給
与

所
得
を
100
分
の
30
と
算
定
賦

課
し
て
減
免
を
し
ま
す
。

鉾
田
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

（
国
民
健
康
保
険
税
条
例
が

 
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。）

鉾
田
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
市
税
条
例
の
一
部
が

  

改
正
さ
れ
ま
し
た
。）

問答

問答問答

平
成
22
年
第
２
回
定
例
会
６
月
７
日

 

〜
６
月
17
日
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◎
鉾
田
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
及
び
鉾
田
市
職

員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

◎
職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行
為
の
制
限
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
鉾
田
市
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

◎
鉾
田
市
大
竹
海
岸
鉾
田
海
水
浴
場
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◎
鉾
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

◎
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
（
株
式
会
社
武
富
士
）

◎
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
（
ア
イ
フ
ル
株
式
会
社
）

◎
土
地
改
良
事
業
の
計
画
に
つ
い
て

　
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
（
一
般
地
帯
型
）
造
谷
地
区

◎
土
地
改
良
事
業
の
計
画
に
つ
い
て

　
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
（
一
般
地
帯
型
）
安
塚
地
区

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

  

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て 

（
大
戸
　
山
口
　
德
）

◎
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て 

（
飯
名
　
荒
野
圭
子
）

◎
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て 

（
借
宿
　
粟
野
光
臣
）

◎
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て（

大
和
田
　
平
山 

ま
ゆ
み
）

  

　
鉾
田
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
鉾
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

そ
　
の
　
他

人
　
　
　
事

討
論（
反
対
や
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
議
案
）

議
員
定
数
及
び
議
員
活
動
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
中
間
報
告

昨
年
９
月
定
例
会
で
設
置
さ
れ
た
『
議
員
定
数
及
び
議
員
活
動
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
』
か
ら
議
員
定
数
に
関
す
る
中
間
報
告
が
今
定
例
会
で
な
さ
れ
ま
し
た
。

（
要
　
旨
）

鉾
田
市
議
会
は
、
平
成
21
年
９
月
17
日
に
議
員
総
意
の
も
と
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
分
権
時
代
に
対
応
し
た
、
行
政
と
と
も
に
地
域
の
意

見
を
集
約
し
、
議
会
の
場
で
切
磋
琢
磨
し
、
鉾
田
市
の
発
展
、
住
民
の
皆
様
の
福

祉
の
増
進
の
た
め
に
議
員
と
し
て
の
活
動
、
そ
し
て
将
来
の
鉾
田
市
の
議
員
定
数

の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

定
数
問
題
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
発
足
と
同
時
に
各
議
員
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
、
各
委
員
に
よ
る
地
域
の
住
民
の
皆
様
の
意
見
を
集
約
し
、
鉾
田
市
に

お
け
る
議
員
の
定
数
問
題
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
ま
た
、
将
来
に
耐
え
ら
れ
る
議

員
定
数
に
つ
い
て
協
議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

市
の
財
政
規
模
に
よ
る
議
員
経
費
、
人
口
等
に
よ
る
問
題
、
面
積
規
模
（
可

住
地
面
積
）
等
を
近
隣
団
体
と
比
較
検
討
を
し
た
結
果
、
地
域
住
民
の
多
岐
多
様

な
意
見
を
集
約
・
反
映
す
る
た
め
に
は
、
市
の
議
員
定
数
は
22
名
が
妥
当
で
あ
る

と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
以
上
、
中
間
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

《
議
員
定
数
に
関
す
る
中
間
報
告　

報
告
者　

委
員
長　

倉　

川　

陽　

好
》

3



昨年12月、東野投手が鉾田南中で小中学生を対象に野球教室を
開いた際、報道陣から「来季15勝したらお祝いに東野ロードを

つくっては」とのアイデアが浮上し、市長も「いいね」と応じた経緯があり
ました。今季の活躍は素晴らしく現実味をおびてきました。秘書室によると、

東野投手が鉾田南中、鉾田一高時代に通った馴れ親しんだ道、また付近の鉾
田二高、鉾田小も含め大勢の児童生徒の通学路を東野ロードの予定道路として
いるようです。今後の対応を伺います。

【市長】昨年の野球教室のなかで、スポーツ新聞の記者の方々との雑談から、
東野ロードの話がでました。｢大変いい話ですね」とは言いましたが、単独

で「はい、やります」とも言えないので「検
討させていただきます」とし、断定した
わけではありません。ただ、今の成績
から見ますと、可能性も十分あると考え
ています。そうなった場合、東野投手、
学校の関係者、地域の住民の皆さん、
そして警察署の方等いろんな方と検討・
協議をしていきたいと思っています。

地
デ
ジ
受
信
障
害

東
野
ロ
ー
ド

倉
　
川
　
陽
　
好
　
議
員

方
波
見
　
和
　
彦
　
議
員

地
デ
ジ
受
信
障
害
に
つ
い

て
、
難
視
地
区
の
住
民
へ

の
説
明
は
行
わ
な
い
の
か
。ま
た
、

国
や
関
係
機
関
へ
対
し
、
ど
の
よ

う
な
働
き
か
け
を
し
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

【
総
務
部
長
】
こ
の
地
デ
ジ

化
は
総
務
省
で
整
備
及
び
対

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
難
視
地
区

の
住
民
へ
の
説
明
は
、
国
に
よ
る
と

今
後
随
時
行
う
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
時
期
に
つ
い
て
は
ま
だ
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
。
国
等
へ
の
働
き
か
け
に
つ

い
て
は
、
難
視
対
策
計
画
の
早
期
決

定
の
要
請
や
中
継
局
の
設
置
要
請
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
鉾
田
市
は
受

信
エ
リ
ア
で
あ
り
、
さ
ら
に
新
タ
ワ
ー

(

ス
カ
イ
ツ
リ
ー)

完
成
後
の
効
果
が

見
込
め
る
地
域
で
あ
る
こ
と
が
国
の

問答

対
策
の
優
先
度
が
低
い
要
因
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
よ
い
回
答
が
得
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
国
及
び
通

信
事
業
者
側
へ
、
で
き
る
限
り
の
要

請
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問

答

ここが聞きたい!!一般質問
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異
常
気
象
に
よ
り
、
本
市

の
農
作
物
は
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
ま
す
。
市
の
対
応
策

を
伺
い
ま
す
。

【
産
業
経
済
部
長
】本
年
１
月

か
ら
異
常
気
象
に
よ
る
ハ
ウ

ス
内
の
多
湿
・
ミ
ツ
バ
チ
の
活
動
低

下
・
つ
る
枯
れ
・
不
受
精
果
な
ど
、

メ
ロ
ン
・
い
ち
ご
の
生
育
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
ま
し
た
。普
及
セ
ン
タ
ー

及
び
両
Ｊ
Ａ
を
介
し
、
２
月
上
旬
〜

３
月
中
旬
に
低
温
・
日
照
不
足
時
の

農
家
対
策
と
し
て
、葉
面
散
布
、農
薬

散
布
及
び
換
気
等
の
栽
培
管
理
の
注

意
点
を
情
報
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
登

録
組
合
員
の
方
々
で
フ
ァ
ッ
ク
ス
と
戸

別
訪
問
に
て
情
報
提
供
等
を
し
て
き

ま
し
た
。今
後
の
対
応
に
つ
い
て
も
、

先
般
認
定
農
業
者
の
総
会
で
資
金
等

の
説
明
会
や
、
ご
利
用
方
法
等
を
説

明
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

市
の
農
産
物

ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
は
メ

ロ
ン
で
す
。
市
長
は
両
Ｊ
Ａ
関
係

者
等
と
共
に
各
地
へ
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
取
り

組
み
が
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま

す
が
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

【
市
長
】
行
政
に
と
っ
て
も
農

業
振
興
は
大
事
で
す
。
生
産

者
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
今
後

も
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

問

答

答

質
　
　
問
　
　
事
　
　
項

井　

川　

茂　

樹

議
　
　
員
　
　
名

農
業
施
策

井
　
川
　
茂
　
樹
　
議
員

15人の議員が一般質問

ホームページで
一般質問の会議録が
見られます。

市のホームページで、本会議の会議録を公開しています。
① 鉾田市のホームページへアクセスする。（アドレス  http://www.city.hokota.lg.jp）
② 市ガイド内の「鉾田市議会」をクリックする。
③ 会議録をクリックする。
なお、今定例会の会議録公開は、9月頃の予定です。本会議の会議録（冊子）は、市立図書館で閲覧できます。

ここが聞きたい!!一般質問

（
１
） 

農
業
施
策
に
つ
い
て

（
２
） 

小
中
学
校
の
校
舎
・
屋
内
体
育
館
の
耐
震
診
断
の
結
果
と

今
後
の
計
画

（
３
） 

鉾
田
中
央
公
民
館
の
大
ホ
ー
ル
の
使
用
不
可
に
つ
い
て

（
１
） 

地
デ
ジ
受
信
障
害
に
つ
い
て

（
２
） 

中
央
公
民
館
と
文
化
複
合
施
設
に
つ
い
て

（
１
） 

公
共
施
設
の
設
計
に
つ
い
て

（
２
） 

市
予
算
策
定
時
期
に
つ
い
て

（
３
） 

生
活
道
路
整
備
に
つ
い
て

（
４
） 

償
却
資
産
の
納
付
状
況
に
つ
い
て

（
５
） 

東
野
ロ
ー
ド
に
つ
い
て

（
１
） 

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

（
２
） 

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

（
３
） 

地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て

（
１
） 
鉾
田
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て

（
２
） 
ほ
こ
た
ブ
ラ
ン
ド
認
証
に
つ
い
て

（
３
） 

メ
ロ
ン
日
本
一
に
つ
い
て

（
４
） 

イ
バ
ラ
キ
ン
グ
に
つ
い
て

（
５
） 

地
産
地
消
を
目
的
と
し
た
市
内
飲
食
店
か
ら
鉾
田
ブ
ラ
ン

ド
登
録
店
に
つ
い
て

（
１
） 

借
地
に
つ
い
て

（
１
） 

交
通
弱
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

（
１
） 

涸
沼
、鹿
島
灘
海
岸
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て

（
２
） 

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
つ
い
て

（
１
） 

青
柳
地
区
工
業
団
地
に
係
る
隣
地
貸
付
の
件

（
２
） 

鉾
田
市
に
お
い
て
加
工
所
建
設
に
関
す
る
件

（
３
） 

旧
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

（
４
） 

荒
地
対
策
に
つ
い
て

（
５
） 

市
立
中
央
公
民
館
に
つ
い
て

（
６
） 

大
洋
〜
鉾
田
、鉾
田
〜
旭
間
の
道
路
建
設
凍
結
に
つ
い
て

（
１
） 

戸
別
所
得
補
償
に
つ
い
て

（
２
） 

エ
コ
パ
ー
ク
と
サ
ニ
タ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

（
３
） 

学
校
適
正
配
置
策
定
委
員
会
に
つ
い
て

（
４
） 

市
民
活
動
に
対
す
る
支
援
事
業
に
つ
い
て

（
１
） 

道
路
に
つ
い
て

（
２
） 

農
業
に
つ
い
て

（
１
） 

子
ど
も
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

（
２
） 

教
育
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
耐
震
診
断
に
つ
い
て

（
３
） 

文
化
複
合
施
設
に
つ
い
て

（
４
） 

家
畜
伝
染
病
口
蹄
疫
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て

（
５
） 

東
野
選
手
の
活
躍
に
よ
る
東
野
ロ
ー
ド
に
つ
い
て

（
１
） 

特
例
債
事
業
に
つ
い
て

（
２
） 

少
子
化
に
つ
い
て

（
１
） 

合
併
特
例
債
道
路
事
業
に
つ
い
て

（
１
） 

予
防
医
療
の
充
実
に
つ
い
て

（
２
） 

畜
産
口
蹄
疫
対
策
に
つ
い
て

（
３
） 

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
に
つ
い
て

（
４
） 

耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て

（
５
） 

精
神
障
害
者
施
策
に
つ
い
て

方
波
見　

和　

彦

倉　

川　

陽　

好

水　

上　

美
智
子

飯
塚　

幸
右
衛
門

小　

沼　

幸　

義

菅　

谷　

達　

男

米　

川　

宗　

司

勢　

司　

正　

躬

入　

江　
　
　

晃

友　

部　

政　

德

畠　
　
　

長　

弘

小　

沼　

洋　

一

小　

沼　

俊　

秀

高　

野　
　
　

衛

4



見
込
ま
れ
ま
す
。
市
農
業
振
興
に
寄

与
す
る
も
の
と
し
て
、
産
地
を
守
る

観
点
か
ら
自
主
的
に
残
留
農
薬
検
査

を
受
け
る
生
産
者
を
支
援
し
て
継
続

し
て
普
及
推
進
を
図
っ
て
こ
そ
、
効

果
が
生
ま
れ
て
く
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。

鉾
田
市
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
は
各
種
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
食
の
安
全
安
心

支
援
事
業
（
残
留
農
薬
検
査
）
に

つ
い
て
、
検
査
実
施
率
を
踏
ま
え

た
事
業
効
果
は
ど
の
く
ら
い
あ
っ

た
の
か
。
検
体
数
と
品
目
数
を
伺

い
ま
す
。

【
産
業
経
済
部
長
】
昨
年
６

月
〜
今
年
５
月
ま
で
で
、
37

検
体
、
29
品
目
、
31
戸
の
任
意
組
合

の
方
々
が
受
け
て
い
ま
す
。
事
業
効

果
と
し
て
は
、
安
全
性
の
確
認
に
よ

る
産
地
に
対
す
る
信
頼
性
の
向
上
、

消
費
者
の
信
頼
向
上
に
よ
る
市
場
へ

の
取
引
の
拡
大
、
鉾
田
市
産

の
農
産
物
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
、
ブ

ラ
ン
ド
力

強
化
な

　

ど
が

子宮頸がんは、ワクチン接種で防げる病気です。予防するためのワクチン接種を公費で
助成できないか伺います。

【健康福祉部長】公費助成については、厚生労働省が子宮頸がんを含む予防接種制度全
体の見直しに向けて広く意見を募集しており、接種費用の負担のあり方等を含め検討して

います。国、県及び他市町村の動向を踏まえながら検討していきたいと考えています。

大子町では中学生を対象に子宮頸がんワクチンを全額補助するとのことで、現在取り組
んでいると伺いました。早ければ９月には開始するとのことです。わが市も全額補助でな

くても、２分の１や３分の１の助成が出来ないか伺います。

【健康福祉部長】財政的な部分も調整して実施に向
けた前向きな検討はしたいと思います。国、県の動

向等を見ながら進めていきたいと思います。

鉾
田
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
事
業飯

　
塚
　
幸
右
衛
門
　
議
員

子宮頸がんワクチン助成 水　上　美智子　議員

問

答

答

問答

問

ここが聞きたい!!一般質問
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高齢者や児童生徒を中心とした交通弱者に向けた公共交通の確保と
いう課題について、本市では平成19年度に一部地域でのデマンド型

乗り合い自動車運行事業の試行実施を始めました。事業４年目としての評価と
課題について。また運行区域外の市民への対応策について伺います。

【健康福祉部長】評価としては、登録人数、利用人数とも前年度実績を上回っており、利
用者及びその家族からは好評を得ており、交通弱者である高齢者の施策としては一定の

成果を上げていると考えています。対象地域の拡
大、年齢要件の緩和、バリアフリー対応車両の導
入等の要望をいただいており、今後の課題として
います。運行区域外の市民への対応策については、
対象地域の拡大が出来ればと考えていますが、バ
ス路線の廃止エリアで、それに伴う地域の要請が
あること、廃線バス利用者の実態把握、さらに地
域の特殊性や必要性を十分に考慮し、検討したい
と思います。

問

答

市
の
借
地

不
動
産
価
格
が
低
価
格
で

推
移
す
る
な
か
、
市
が
抱

え
て
い
る
借
地
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
合
併
前
か
ら
の
各
３
町
村
の

借
地
件
数
は
何
件
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、　

年
に
３
地
区
に
支
払
わ

れ
た
借
地
料
は
幾
ら
で
す
か
。

【
総
務
部
長
】
合
併
前
の
借

地
件
数
は
、
防
火
水
槽
な
ど

の
消
防
・
防
災
関
係
の
件
数
を
除
い

て
、
旧
旭
村
が
２
件
、
旧
鉾
田
町
が

26
件
、
旧
大
洋
村
が
15
件
、
合
計
で

43
件
で
す
。
ま
た
、
合
併
後
に
借
地

の
増
減
が
あ
り
、
21
年
度
に
支
払
わ

れ
た
借
地
代
に
つ
い
て
は
、
消
防
・

防
災
関
係
の
借
地
料
を
除
い
て
、
旭

地
区
が
２
件
・
64
万
円
、
鉾
田
地
区

が
27
件
・
１
６
１
７
万
７
２
６
８
円
、

大
洋
地
区
が
15
件
・
８
１
４
万
８
９

９
３
円
、
合
計
で
44
件
・
２
４
９
６

万
６
２
６
１
円
で
す
。

今
後
再
契

約
す
る
場
合
、

現
在
の
土
地
評
価

額
で
再
契
約
す
る
の
か
伺

い
ま
す
。

【
総
務
部
長
】
現
在
、
土
地

の
価
格
等
も
下
が
っ
て
い
ま

す
の
で
、
再
契
約
の
際
に
は
相
対
で

引
き
下
げ
な
ど
で
き
な
い
か
お
願

い
も
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

売
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
財
政
状
況
も
あ
り
ま
す

が
、
売
り
渡
し
を
お
願
い
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

小
　
沼
　
幸
　
義
　
議
員

交通弱者への対応 菅　谷　達　男 　議員

問

問

答

答

21

ここが聞きたい!!一般質問
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勢
　
司
　
正
　
躬
　
議
員

青
柳
地
区
工
業
団
地
の
隣
地
貸
付

この事業は特例債事業として５年が経過しますが、一向に目に見えず、

住民から不信を抱かれる状況です。昨年12月定例会では、来年あたり

に路線測量、設計、用地測量を考えているとのことでした。その後の進捗状況、

今年度の計画、見通しはどうなのか。該当５地区の区長さんの思い、熱意をど

う受けとめているか伺います。

【建設部長】21年度に関係区長さんと打合せを行い基本路線等を選定しま

した。今年度、概略設計を委託し、流末排水等の問題点を精査して路線決

定をする予定です。全線を特例債期間内に完了するのは難しいので、その後の整

備事業についても補助事業等の

導入を検討しなければならないと

考えています。区長さんの道路整

備に対する熱意や思いは十分理

解をしています。今後とも関係

皆さんのご協力をいただきな

がら整備に向け努力をして

いきたいと考えています。

鉾
田
玉
造

工
業
団
地

の
隣
地
に
露
地
栽
培
を
行
う
た
め

の
敷
地
と
し
て
、
約
　
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
、
株
式
会
社
雪
国
ま
い
た
け

に
貸
し
付
け
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
、
県
の

考
え
方
、
こ
の
事
業
を
含
め
て
団

地
全
体
に
関
す
る
市
の
対
応
を
伺

い
ま
す
。

【
総
務
部
長
】
こ
の
件
に
つ
い

て
、
５
月
10
日
、
県
事
業
推

進
課
か
ら
鉾
田
西
部
工
業
団
地
予
定

地
内
で
の
農
地
利
用
の
事
業
計
画
の

説
明
と
同
時
に
、
農
業
委
員
会
へ
農

地
法
第
３
条
に
よ
る
県
か
ら
事
業
者

へ
の
貸
付
許
可
申
請
が
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
該
土
地
は
、
鉾
田
西
部
工
業
団

地
の
予
定
地
内
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

工
業
専
用
地
域
の
指
定
が
さ
れ
て
お

り
、
市
と
し
て
は
、
茨
城
県
と
い
う

立
場
で
民
間
企
業
の
農
地
利
用
は
望

ま
し
い
利
用
形
態
と
は
考
え
ら
れ

ず
、
事
業
推
進
課
へ
も
そ
の
旨
を
お

伝
え
し
ま
し
た
。

　

当
該
土
地
は
、
市
の
発
展
と
地
元

雇
用
を
期
待
し
、
旧
地
権
者
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
土
地

を
お
譲
り
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
今

後
も
県
に
対
し
て
鉾
田
西
部
工
業
団

地
と
し
て
の
早
期
実
現
に
向
け
て
強

く
要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。

問

答

問

答

涸
沼
・
鹿
島
灘
海
岸

　
　
　
　
　
　
道
路
整
備
事
業

米
　
川
　
宗
　
司
　
議
員

17

ここが聞きたい!!一般質問
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し
尿
処
理
施
設
３
カ
所

を
持
っ
て
い
る
必
要
は
な

く
な
っ
て
く
る
ん
で
は
な
い
か
伺

い
ま
す
。

【
市
民
部
長
】
統
廃
合
に
つ

い
て
は
今
の
と
こ
ろ
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
各
施
設
で
機
械
の

整
備
点
検
、
あ
る
い
は
改
修
を
早
目

に
対
応
を
し
な
が
ら
、
施
設
の
延
命

化
を
図
っ
て
い
き
、
並
行
し
て
施
設

整
備
の
計
画
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市道8-5036七軒町地内は、小中学生はもとより、新鉾田駅を利

用している高校生にとっても通学路として重要な役割を果たしてい

ます。十数年前に一部道路と側溝の改修工事が行われて以来、水の流れが

とまっているとのことでした。構造上の欠陥が見受けられますので、改良工事

も含め何か対策はないか、伺います。

【建設部長】地元区長と協議をし、側溝の清掃を行い、その状況の確認に

基づいて対応していきたいと考えています。

地元の要望は、とにかく水が抜ければいいのです。

間もなく梅雨時期に入りますので、早急に対応願いたいが、いかがか。

【建設部長】側溝の掃除については、専用の機械により実施する予定であり、

業者との調整によっては早急にできる

と思います。

　改良については、すぐできるという確答は

できませんが、なるべく早い機会にできるよう

に努力をしていきたいと考えています。

問

答

現
在
市
で
は
、
旧
町
村
単

位
の
ま
ま
３
カ
所
の
し
尿

処
理
施
設
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

市
単
独
で
管
理
を
し
て
い
る
エ
コ

パ
ー
ク
鉾
田
と
大
洋
サ
ニ
タ
リ
ー

セ
ン
タ
ー
の
耐
用
年
数
と
維
持
管

理
費
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

【
市
民
部
長
】
耐
用
年
数
は
、

一
般
的
に
約
20
年
か
ら
25
年

が
目
安
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
20
年
を

過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
施
設
の
更
新
な
ど

の
手
続
を
行
い
、
目
安
と
さ
れ
て
い

る
25
年
目
に
は
更
新
や
建
て
替
え
な

ど
を
完
了
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

維
持
管
理
費
は
、21
年
度
決
算
見
込

み
で
、エ
コ
パ
ー
ク
鉾
田
が
１
８
８
４

万
８
千
円
、大
洋
サ
ニ
タ
リ
ー
セ
ン

タ
ー
が
１
３
９
４
万
４
千
円
で
す
。

市
道
８‐

５
０
３
６
号
線
の
対
応

友　

部　

政　

德　

議
員

エ
コ
パ
ー
ク
と

　
　

サ
ニ
タ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

入　

江　
　
　

晃　

議
員

問

答

問答

問答

ここが聞きたい!!一般質問
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小
　
沼
　
洋
　
一
　
議
員

合
併
特
例
債
事
業

子ども手当の支給にあたり、保育料、給食費を、滞納している保護者に

対して給付を天引きして窓口配布することを実際に行っている自治体もあ

ります。

　法整備等の問題もあるのかもしれませんが、そのような考えがあるのか伺い

ます。

【健康福祉部長】保育料の滞納問題と子ども手当支給に関して、新聞等でも

取り上げられていますが、子ども手当に関しては、子ども手当に関する法律

の中で、まず受給権が保護されています。

　受給権というのは、差し押さえすることはできないも

ので、この手当の支給を受ける権利というのは、難し

い言葉でいうと「一身専属的な権利」ということで、

子ども手当は子供を養育する方が受ける権利がありま

す。受給権は当然保護しなければなりません。

　その中で、現金支給なりの手続等のお知らせは、保

育料の相談を受けてから、本人に納めていただく形の

方法により、徴収していきたいと思っています。

合
併
特
例

債
事
業
に

関
す
る
庁
内
再
評
価
委
員
会
の
中

で
、Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
と
、
特
例
債
事
業

の
区
分
け
が
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

の
事
業
の
中
で
、
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
は
何
な
の
か
。
今

の
状
況
の
中
で
は
で
き
な
い
と
い

う
事
業
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
５
年
間
で
精
査
を
す
る
時

期
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
必
ず
や
る
事
業
、
や
は
り

こ
う
い
う
事
業
を
や
り
た
い
と
い

う
も
の
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

【
総
務
部
長
】
合
併
特
例
債

事
業
に
つ
い
て
は
、
鉾
田
市

ま
ち
づ
く
り
計
画
に
掲
げ
た
事
業

は
、
当
初
総
事
業
費
158
億
円
で
あ
っ

た
も
の
が
現
在
252
億
円
と
な
り
、
当

初
の
計
画
を
は
る
か
に
増
大
し
た
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

庁
内
再
評
価
委
員
会
で
計
画
中
の

23
事
業
に
つ
い
て
の
実
現
性
、
緊
急

性
、
必
要
性
、
特
例
債
事
業
の
有
利

性
等
を
総
合
的
に
審
査
し
、
そ
の
結

果
を
高
い
も
の
か
ら
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
３

段
階
に
分
類
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、Ａ
の
実
現
性
の
あ
る
事

業
を
優
先
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
ご

提
示
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

問

答

問

答

子
ど
も
手
当
て
支
給
に

　
　
　
　
　
　
伴
う
滞
納
対
策

畠
　
　
　
長
　
弘
　
議
員

ここが聞きたい!!一般質問
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昨年３月に、市の既存建物の耐震性能を確保するために鉾田市

耐震改修促進計画が策定されました。

耐震改修の対応は、融資制度の活用により耐震化を促進するとしています。

これでは、収入の少ない方への対応としては不十分であると考えます。安心

した住宅をつくるために、市として耐震改修の費用に対し助成を行い、27年ま

でに耐震化率目標の90％目標を達成する考えはないか伺います。

【建設部長】建築物の耐震化を促進するため、昨年度より木造住宅の耐震

診断士の派遣事業や地震防災ハザードマップの全戸配布を実施しています。

これらの取り組みにより、住宅の所有者が地域

防災対策を自らの問題として取り組む重要性を

認識していただき、耐震診断等を通じて建築物

の耐震化の促進を図りたいと考えています。

　本年度においても、木造住宅耐震診断士派

遣事業や耐震診断費の補助事業等を行い、耐

震に対する意識の高揚を図っていきたいと考え

ています。

問

答

新
市
連
絡
道
（
仮
称
）
市

道
鉾
田
大
洋
線
安
塚
・
二

重
作
間
の
平
成
　
年
度
予
算
は
凍

結
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
住

民
の
要
望
が
強
く
、
鉾
田
市
発
展

の
た
め
に
も
こ
の
道
路
を
継
続
し

て
完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
道
路
は
、
大
洋
支
所
か
ら

鉾
田
本
庁
を
結
ぶ
最
重
要
な
ア
ク

セ
ス
道
路
で
す
。
ま
た
、
通
学
、

通
勤
、
生
活
道
路
と
し
て
も
大
き

な
役
割
を
果
た
す
道
路
だ
と
思
い

ま
す
。

　
凍
結
を
解
除
し
て
補
正
予
算
を

組
め
な
い
か
、
伺
い
ま
す
。

【
建
設
部
長
】
現
在
、
市
の

ほ
う
の
道
路
整
備
計
画
の
中

で
12
路
線
ほ
ど
特
例
債
事
業
を
含
め

問答

た
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
中
で
、
や
は
り
全
体
事
業
が
相
当

膨
ら
ん
で
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
将

来
的
な
起
債
事
業
の
返
還
、
償
還
す

る
部
分
で
、
無
理
の
な
い
返
済
方
法

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
計
画
し
た
12
路
線
全
部
を
や
る
と

な
る
と
、
相
当
無
理
な
負
担
が
強
い

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
今

年
度
は
全
体
的
な
事
業
の
見
直
し
を

し
な
が
ら
、
実
施
計
画
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

耐
震
補
強
工
事

新
市
連
絡
道

高
　
野
　
　
　
衛
　
議
員

小
　
沼
　
俊
　
秀
　
議
員

22

ここが聞きたい!!一般質問
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５
月

６
月

７
月

・
10
日 

正
副
議
長
・
正
副
委
員
長
会
議

・
14
日 

議
員
定
数
及
び
議
員
活
動
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

・
26
〜
27
日 

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会（東

京
都
千
代
田
区
）

・
27
〜
28
日 

議
会
広
報
編
集
委
員
会
視
察
研
修

（
福
島
県
郡
山
市
・
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

・
１
日 

議
会
運
営
委
員
会

・
７
〜
17
日 

平
成
22
年
第
２
回
定
例
会

・
７
日 

全
員
協
議
会

・
８
日 

議
員
定
数
及
び
議
員
活
動
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

・
９
日 

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

・
10
日 

原
子
力
施
設
の
安
全
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

・
11
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

全
員
協
議
会

 

議
会
広
報
編
集
委
員
会

・
14
日 

経
済
建
設
常
任
委
員
会

・
15
日 

総
務
企
画
常
任
委
員
会

・
19
日 

議
会
報
告
会（
ふ
る
里
見
聞
館
）

・
20
日 

議
会
報
告
会（
旭
学
供
施
設
）

・
26
日 

議
会
報
告
会（
福
祉
事
務
所
２
階
）

・
29
日 

栃
木
県
芳
賀
郡
議
会
事
務
局
来
庁

・
１
日 

宮
城
県
大
河
原
町
議
会
来
庁

・
６
〜
７
日 

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
視
察
研
修（
兵
庫
県
宝
塚
市
）

・
21
〜
22
日 

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
視
察
研
修

（
群
馬
県
桐
生
市
・
つ
く
ば
市
）

・
23
日 

県
東
市
議
会
議
長
会
定
例
会（
鹿
嶋
市
）

・
26
日 

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委員会活動報告委員会活動報告委員会活動報告委員会活動報告

大竹海岸南駐車場では擁壁の倒壊、または通路に排水桝が突出しており大変危険な状況でし
た。委員会ではすぐさま執行部に対し危険箇所の改善を図るように要請いたしました。

【議会広報編集委員会視察研修実施】
５月27日（木）に福島県郡山市議会において議会広報編集

に係る行政視察を行いました。
翌28日（金）には宇都宮市において社団法人日本広報協会

主催の「自治体デジタル広報講座」を受講しました。

【厚生文教常任委員会視察研修実施】
７月21日（水）に群馬県桐生市において中学校統廃合に係

る行政視察を行いました。
翌22日（木）にはつくば市において『スイッチステーション』

の視察を行いました。

【
経
済
建
設
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
実
施
】

６
月
14
日（
月
）に
大
竹
海
岸
、涸
沼
駅

周
辺
の
観
光
資
源
に
関
す
る
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

改修前改修後
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より開かれた議会を目指し、今年も議会報告会を開催しました。
鉾田市議会報告会

6月19日（土）　大洋会場

6月20日（日）　旭会場

6月26日（土）　鉾田会場

議
会
報
告
会
を
振
り
か
え
っ
て

　

昨
年
に
引
き
続
き
議
会
報
告
会
を
６
月
定
例
会
が
閉
会

し
た
後
の
、
６
月
19
日
（
大
洋
会
場
）、
20
日
（
旭
会
場
）、

26
日
（
鉾
田
会
場
）
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
報
告

会
は
平
成
19
年
に
制
定
し
た
『
鉾
田
市
議
会
基
本
条
例
』

の
趣
旨
に
よ
り
、
議
会
活
動
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
に
お

伝
え
す
る
こ
と
、
ま
た
、
私
た
ち
議
員
の
活
動
等
を
皆
さ

ま
に
ご
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
報
告
会
で
は
３
月
定
例
会
で
審
議
し
た
予
算
ま

た
は
、
今
年
度
の
主
要
事
業
に
つ
い
て
、
各
常
任
委
員
会

委
員
長
か
ら
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
参

加
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
・
要
望
等

を
伺
う
こ
と
が
で
き
大
変
に
有
意
義
な
内
容
と
な
り
ま
し

た
こ
と
を
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

報
告
会
で
頂
い
た
ご
意
見
・
要
望
等
を
議
員
ひ
と
り
ひ

と
り
が
真
摯
に
受
け
止
め
、
本
市
発
展
の
た
め
に
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
来
年
も
ま
た

こ
の
報
告
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

鉾
田
市
議
会
議
長　

高　

野　

隆　

徳　

● 

総
務
企
画
常
任
委
員
会
所
管
に
関

す
る
こ
と

委
員
長　
　

入　

江　
　
　

晃

副
委
員
長　
　

飯
塚　

幸
右
衛
門

● 

経
済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
に
関

す
る
こ
と

委
員
長　
　

小　

川　

一　

彦

● 

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
所
管
に
関

す
る
こ
と

委
員
長　
　

岩　

間　

勝　

栄

● 

議
員
定
数
に
つ
い
て

委
員
長　
　

倉　

川　

陽　

好

● 

原
子
力
施
設
に
関
す
る
こ
と

委
員
長　
　

江　

沼　

久　

男

● 

学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

小　

沼　

洋　

一

報  

告  

者
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N
o.
20

20
10
.7
.3
1

樅 山 区 長 に 今 年 度 就 任 致 し ま し た 。

初 め て の 議 会 傍 聴 と い う 事 で 、 緊 張 致 し ま

し た が 、 身 近 な 問 題 を 取 上 げ ら れ ま し た 議 員

の 質 疑 を 聞 き 一 市 民 と し て 、 安 全 ・ 安 心 の 住

み よ い 郷 土 の 心 が 湧 い て き ま し た 。

又 、 重 複 す る 質 問 も 多 く 見 受 け ら れ ま し た

が 、 い か が な も の で し ょ う か 。

『 鉾 田 市 も 農 業 生 産 日 本 一 は 、 も と よ り 　

　 住 み よ い 環 境 日 本 一 を め ざ し て 』

こ れ か ら 先 も 市 民 の 皆 様 が 合 併 し て 本 当 に

良 か っ た と 言 わ れ る よ う な 市 に な る こ と を 望

む 一 人 で す 。

傍 聴 者 の 声 と し て 、 更 な る 議 会 の 発 展 を 祈

念 申 し 上 げ ま す 。

樅
山
区
長
 

川
　
﨑
　
慶
　
三

編 集 後 記

う っ と う し い 梅 雨 が 列 島 を ほ ぼ 覆 っ

た 。 蒸 し 暑 さ は 食 欲 不 振 や 気 だ る さ を も

た ら し 、 や る 気 を 落 と す 。

サ ッ カ ー Ｗ 杯 日 本 代 表 が 、 南 ア フ リ カ

の 大 地 で 見 事 に １ 次 リ ー グ を 突 破 し 、 決

勝 ト ー ナ メ ン ト で は 惜 敗 し た け れ ど 、 日

本 代 表 に 魅 了 さ れ ま し た 。 世 界 を 相 手 に

堂 々 の 戦 い ぶ り の み な ら ず 躍 動 す る 選 手

た ち の 表 情 に 引 き 付 け ら れ ま し た 。 ま た 、

そ の 前 日 に は 小 惑 星 探 査 機 「 は や ぶ さ 」

が ７ 年 の 宇 宙 の 旅 を 終 え て 地 球 に 帰 還 し

ま し た 。 偶 然 か も し れ な い が 、 歴 史 的 な

歩 み が 続 い た 。 ２ つ の 明 る い 話 題 は 、 大

き な 勇 気 と 自 信 を 私 た ち に も た ら し て く

れ た 。
さ て 、 私 た ち 市 議 会 は 、 昨 年 に 続 き 議

会 報 告 会 を 大 洋 ・ 旭 ・ 鉾 田 の ３ 会 場 で 催

し ま し た 。 市 民 の 皆 様 に は ご 多 忙 の と こ

ろ 出 席 し て い た だ き 、 厚 く お 礼 を 申 し 上

げ ま す 。 皆 様 か ら の 議 会 活 動 に 対 す る 批

判 や 意 見 、 あ る い は 市 政 に 対 す る 提 言 な

ど を 直 接 聴 取 す る 機 会 を 得 ま し た 。 こ れ

か ら も 私 た ち 議 員 は 自 己 を 磨 き 日 々 努 力

を し て ま い り ま す 。 そ し て 執 行 部 と 一 体

に な っ て 明 る い ま ち づ く り を 推 進 し て ま

い り ま す 。

（ 山 口 　 德 記 ）

委 員 長 　 水 上 美 智 子

副 委 員 長 　 方 波 見 和 彦

委 　 　 員 　 小 沼 　 幸 義 　 　 菅 谷 　 達 男

　 　 　 　 　 山 口 　 　 德 　 　 栗 田 　 　 洋

※ 日 程 は 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。

鹿
島
灘
海
岸
に
咲
く
、は
ま
ゆ
り

平 成 22 年 第 ２ 回 （ ６ 月 ） 定 例 会 の 延 傍 聴 者 数 91 人

９ 月  10 日 （ 金 ）

９ 月  13 日 （ 月 ）

９ 月  14 日 （ 火 ）

９ 月  15 日 （ 水 ）

９ 月  16 日 （ 木 ）

９ 月  17 日 （ 金 ）

９ 月  21 日 （ 火 ）

９ 月  24 日 （ 金 ）

本 会 議 開 会

本 会 議 （ 一 般 質 問 ）

本 会 議 （ 一 般 質 問 ）

委 員 会

委 員 会

委 員 会

本　 会　 議

本 会 議 閉 会

月 　 　 日 会 議 内 容

９ 月 定 例 会 日 程 （ 予 定 ） の お 知 ら せ


